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成瀬台エンジョイクラブ会報 １３号    

 

           ＜ 成瀬台エンジョイクラブ ５周年記念行事 ＞ 

 

                

記念講演会＆懇親会 

 

 成瀬台エンジョイクラブ設立５周年記念行事として“記念講演会”が防災キャスターとして活躍中の 

堂本氏を迎え、ケアセンター成瀬地下ホールにて開催されました。 

 

講演内容：災害から我が身を守る！成瀬台の安全・安心 

開 催 日：2009年 2月 8日（日）14：30 ～ 16：00 

参 加 者：７２名（会員外参加者 ６名） 

 

堂本嘉巳氏の関西弁で話す軽妙洒脱な語り口、 

ともすれば重たい内容の防災に関する話を和やか

な雰囲気の中、興味を持って聞くことができまし

た。 

 スライドで見る阪神淡路大震災の惨状は、改め

てその時のすごさを実感させられた気がします。

町のリーダーを見つける事が大事であるとの話が

ありましたが、我々成瀬台エンジョイクラブの今

後の活動の一つの方向を示唆しているのではない

かと感じられました。 

 

 
        ～ 講演する 堂本嘉巳氏 ～ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 記念講演が終わり、全員が参加して健康体操同 

好会の指導により体操を行い、身体をほぐし、リ 

ラックスした後、お筝とフルートの演奏にしばし 

耳を傾け、懇親会となり楽しいひとときを過ごし 

ました。 

２００９年(平成２１年) 3 月 15 日 

発 行：成瀬台エンジョイクラブ 
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日 時 １１月１２日（水）9：00～12：30      会 場  成瀬台公園

 成瀬台エンジョイクラブの５周年記念行事の一

環として、グラウンドゴルフ同好会では上記の通

り大会を開催しました。 

当日の天候は下り坂で降雨も予想され、また季

節外れの肌寒さで開催を心配されましたが、予定

通り無事遂行することが出来ました。 

 当日は同好会員外５名、同好会員１０名、合計

１５名の参加で２組に分れ競技する事にしました。 

未経験者のためにルールの説明と実技指導を３０

分程度行い３ラウンドの競技に入り、ゴルフの経

験者が多くルールも簡単、トラブルもなく進行。 

 ５０ｍもあるロングコース、またショートコー

スでホールインワン達成の歓声、トラブルショッ

トのリカバリー成功の拍手等、大会は盛り上る。 

 これからも会員の皆様と楽しくゲームを続けた 

いと考えていますので気楽にご参加くださるよう

お願いします。 

～ 参加されたみなさん ～ 

 

 

 前夜の雨でお天気が心配されましたが、碓氷峠

地方快晴との予報で幹事一同一安心！！一路“峠

路鉄道の歴史を訪ねる”碓氷峠に向かって中央

道・圏央道・関越道を快調に進み、藤岡ＪＣを過

ぎると、その「嵯峨たる山容は日本三大奇勝」の

ひとつ妙義山が車窓の左・右と現れ、皆一層心躍

らせる。横川駐車場で全員準備体操を行い、ハイ

キングの開始。 

 鉄道文化村を左に見送って関所跡に寄る。ほぼ

平坦な遊歩道を重要文化財「旧丸山変電所」跡を

経て快調に進む、“半袖もってくればよかったー”

の声。中間点「峠の湯」で今回の目玉「峠釜めし

おぎのや」の幕の内弁当を全員頂く。本日のハイ

ライト、アプト式線路跡の穏やかな登り道に歩を

進め、１号・２号トンネルを抜け待望の昼食場所

「碓氷湖」に着く。全員で記念写真を撮り、思い

思い湖の土手に腰を下ろして一斉に弁当をパクつ

く。広々とした湖、周辺の山々、青空にポツンと

白い雲、爽やかな風、澄んだ空気、都会では味わ

えない爽快感！！“いままでで一番良い昼食場所”

との弁。エネルギー補給で元気のでた一同、少し

ずつ傾斜が厳しくなる３号・４号・５号を一気に
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上り詰め、終点「めがね橋」に到着。「長く急な階

段を下って下方にある車道からの眺めが絶景との

こと」全員最後の試練に挑戦、帰りの急な登り階

段にもめげず「めがね橋」絶景を堪能した。帰路

は同じ線路跡を湯の後の生ビールに誘われて、ル

ンルン気分で一気に下った。皆、生ビールを２杯・

３杯とおかわりして、今年も秋のバスハイク大満

足の一日であった。   （小山田 勝雄 記）

   ５ 周 年 記 念 親 睦 卓 球 大 会  

成瀬台エンジョイクラブの５周年記念行事とし

て卓球同好会では、小学生を中心に大会を計画し、

実施。学校行事等で小人数の参加は残念でしたが。 

 当初はダブルスのみの計画でしたが、シングル

スの要望もあり時間を延長して両方の対戦とする

ことに。小学生の軽快なフットワークとボールを

打つ鋭いスイングには、とても真似が出来ず感服

するばかりでした。１９名の皆様の参加と小学校

のご協力を得て、この地域の中で子供たちと大人

の交流が出来、楽しいひとときを過ごさせていた

だいたことは本当にありがたく感じました。                                                                

● 日 時 １１月２２日（土）９時～１２時半 

● 会 場 成瀬台小学校  集会室 

● 参加者 同好会員 １０名、 同好会員外 ４名 

            小学生  ４名、 先生 １名 

 

 

 カメラ同好会は、日本写真協会正会員の森崎正

孝氏を講師として、毎月開催の撮影会と定例会で

のプロジェクター映写による作品発表・講評を基

本活動として、写真撮影の技法の向上に努めてい

ます。年１回恒例の展示会を正月に町田市民ホー

ルで開催、また今年は特別に５周年記念展をゆり

の木会館で開催し、新聞紙大の迫力ある作品と大

きなパノラマ写真を対外発表しました。いずれの

会も大勢の方にご参加いただき作品の向上に望外

のお言葉をいただき一同感激しております。 

 毎月１回の撮影会は、近郊はもとより年２回バ

ス利用による遠出を計画しています。昨年１０月

は裏磐梯・会津大内宿へ初めての一泊撮影旅行を

敢行し、寝食を共にして会員間の親睦を図りまし

た。このようにカメラ同好会は写真を「撮る」楽

しみはもとより「見せる」楽しみをサークルの中 

 

 昨年、創立以来の世話人で本会の育成・発展に 

情熱を傾けご尽力された小西昭男氏が退任し、後

任に大野信正が就きました。 

プロ並みの上級者～初心者の集団、全員ボランテ

ィア精神と思いやりで等しく楽しめる会になるよ

う運営に努めます。 

皆様、如何ですか？ 

     カメラ同好会に入りませんか！          

＜世話人 大野信正＞ 

 

で見つけて楽しんでいます。
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スケッチ同好会の成瀬台エンジョイクラブ５周

年記念行事はミサワホームイング東京のご好意に

より、２月９日～１４日まで、ショールームにて

水彩画の展覧会を開催しました。 

 １３名のメンバーが一人３点出品、絵の大きさ

６０号から４号まで、個性あふれる？作品を展示。

ご来場の方々は、絵を観たりお茶を飲みながら絵

の話や世間話などわいわいと賑やかな雰囲気のサ

ロンになり、会期中来場者数１９５名の盛況ぶり。 

２月１１日には、水彩画を上手に描く体験講座を

開催、橋詰守人氏の指導により、午前７名、午後

８名が参加、赤、黄、ピンクの薔薇を描きました。 

 ５周年記念の水彩画展覧会を通じ友人、知人や 

地域の方々と親睦を図ることが出来たと思います。 

 最後にミサワホームイング様には、会場提供は

じめ数々のサポートに対してお礼申し上げます。 

          

＜世話人  高野敏夫＞ 

 

 

☆ 開 催 日 2008年 11月 25日 （火） 

☆ 参加人員 46名（男 26名、女 20名） 

 46名の参加で予想以上の大盛況・大成功の｢そ

ばパーティ｣だった。 

半数余の方がそば打ちを実践、初体験に感動した

ようです。プロに比べれば、作業時間・工程・技

術等お粗末ですが、その美味しさは高級店の「そ

ば」に“勝った”の一言です。 

 最高級「川上村のそば粉」を入手、これほど贅

沢な材料で作ったことがないと驚嘆した「つゆ名

人」徳升さん努力の最高の“そばつゆ”が全員の

胃袋に次から次へと納まった。 

また「男の料理同好会」メンバーによる“吹き寄

せ盛り合わせ”“スモーク”も女性陣に大受けだっ

た。“本当に家の主人が作ったんですか？家ではな

にも出来ないのに”と改めて男の底力を感じたこ

とと思います。 

 朝から「そば打ち」、「買出し」、「調理開始」、「そ

ば打ち体験」、「そば茹で」と皆大活躍でした。 

“美味しかった”“楽しかった”“また来年も”と

多くの声で私達メンバーも充実した一日でした。 

 

やっぱり蕎麦には日本酒が美味しい！ 

そば湯で割った蕎麦焼酎これまた美味しい！ 

酒の差入れ・器具の提供等々の方々に感謝・感謝！

 


